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ザ
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
致
し
ま
し

た
。
平
井
竜
一
逗
子
市
長
、
総
本
部
理
事
長

大
山
岳
莊
先
生
始
め
多
く
の
先
生
方
の
出
席

を
得
て
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

後
日
ご
来
場
の
来
賓
の
先
生
方
や
一
般
の

方
々
の
「
さ
す
が
は
碩
心
会
」「
飽
き
さ
せ
な

い
構
成
で
素
晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
」「
会
員

の
皆
様
が
誰
一
人
詩
文
を
見
ず
に
暗
記
し
吟

詠
を
し
て
い
ま
し
た
」
の
称
賛
の
言
葉
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
街
中
で
は
「
大
変
素
晴

　

去
る
５
月
21

日
、
一
年
が
か

り
で
会
員
全
員

で
準
備
を
し
て

き
た
、
碩
心
会

創
立
80
周
年
記

念
吟
詠
大
会
を

逗
子
文
化
プ
ラ

題 字 は 松 井 岳 洋 筆

発　行
（公社）日本詩吟学院 認可

碩　心　会
発行者　上村岳章
編集者　伊藤岳光

神奈川県三浦郡葉山町堀内 1285

Tel/Fax.046-875-3397

 URL http://sekishin.holy.jp

No. ４３９
平成 29 年７月

碩
心
会
80
周
年

　
記
念
大
会
の
成
功
に
感
謝 

　
　
　
　

 　
　
　

会
長　

上
村 

岳
章

◎
総
本
部
よ
り
吟
道
普
及

　

に
対
す
る
感
謝
状
が
当

　

会
に
授
与
さ
れ
、
式
典

　

に
て
大
山
岳
莊
理
事
長

　

よ
り
、
上
村
岳
章
会
長

　

が
代
表
し
て
頂
き
ま
し

　

た
。

碩心会創立 80 周年記念特集号

総
本
部
よ
り
感
謝
状
授
与
さ
れ
る

ら
し
い
も
の
を
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
」
と
挨
拶
を
さ

れ
、
こ
の
方
に
も
見
て
頂
い
た
の
か
と
喜
び
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ひ
と
え
に
伝
統
あ
る
碩
心
会
の
此
れ
ま
で
の

伝
統
と
誇
り
を
も
っ
て
諸
先
輩
方
々
の
努
力
と
精
進
に

恥
じ
な
い
よ
う
、
会
員
の
一
人
ひ
と
り
が
大
会
の
た
め

に
吟
詠
や
舞
を
練
習
さ
れ
、
構
成
吟
を
作
成
し
、
当
日

は
各
役
員
と
し
て
大
会
運
営
の
陰
の
力
と
な
っ
て
の
努

力
と
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
会
の
終
わ
り
良
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し

　
　
　
　
　
　
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ

　

大
会
当
日
は
こ
ん
な
心
境
で
あ
り
ま
し
た
。

　

多
少
の
間
違
い
や
失
礼
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ご
来
場
の
お
客
様
に
気
持
ち
良
く
帰
っ
て
頂
け
た

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
大
会
の
役
員
に
よ
る
大
会
の
総
括
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
の
良
か
っ
た
点
、
反
省
点
や
改
善
点
こ
れ
ら

貴
重
な
意
見
を
纏
め
て
整
理
し
、
こ
れ
か
ら
の
碩
心
会

の
糧
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継
い
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

80
周
年
記
念
大
会
を
機
に
な
お
一
層
の
発
展
と
吟
道

の
充
実
を
は
か
り
85
周
年
・
90
周
年
に
向
か
っ
て
進
ん

で
行
く
こ
と
を
心
に
誓
い
感
謝
の
意
と
い
た
し
ま
す
。

◎
感
謝
状
贈
呈

　

上
村
岳
章
会
長
よ
り
内
山
顧
問
に
当
会
の
発
展
に
尽

　

力
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◎
高
校
生
表
彰

　

小
学
校
か
ら
初
め
高
校
生
ま
で
続
け
た
松
浦
み
づ
き

　

さ
ん
に
、大
山
岳
荘
理
事
長
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

◎
永
年
会
員
功
労
賞

　
在
会
25
年
表
彰
者

　

原
田
義
男
（
岳
義
）　　

松
岡
節
子
（
岳
杏
）　

　

髙
見
陽
子
（
岳
明
）　　

鈴
木
祐
子
（
岳
祐
）　

　

髙
見　

巖
（
岳
湘
）　　

矢
嶋
百
合
子
（
岳
合
）

　

矢
島
文
子
（
岳
綾
）　　

町
田
紀
子
（
紀
岳
）　

　

人
見
久
雄
（
岳
海
）　　

渡
邉
な
か
（
岳
香
）　

　

中
村
川
子
（
岳
紫
）　　

水
留
裕
子
（
裕
岳
）

　
在
会
30
年
表
彰
者

　

小
野
佐
智
子
（
岳
祥
）　

市
川
恒
雄
（
岳
穂
）

　

根
岸
啓
子
（
岳
啓
）　　

鈴
木
美
佐
子
（
岳
賢
）

　

角
田
久
江
（
岳
久
）　　

小
金
美
智
子
（
岳
智
）

　

森　

久
美
子
（
岳
暎
）　

福
本
モ
ト
（
岳
香
）　

　

沼
田
東
治
（
岳
東
）　　

田
中
好
子
（
岳
景
）
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今
回
私
は
栄
え
あ
る
創
立
80
周
年
記
念
吟
詠
大
会
の

実
行
委
員
長
と
い
う
重
責
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
幸
い
当
日
は
五
月
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
総
勢
550
余
名

（
出
吟
会
員
178
名
、
招
待
来
賓
者
48
名
、
相
州
岳
風
連

合
３
会
の
協
賛
吟
詠
者
136
名
、
一
般
参
加
者
150
余
名
、

湘
南
な
ぎ
さ
連
40
名
）
の
来
場
者
が
会
場
を
埋
め
尽
く

し
、
立
ち
見
が
で
る
ほ
ど
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

お
蔭
様
で
ご
招
待
の
先
生
方
か
ら
も
「
さ
す
が
碩
心
会

だ
ね
。
と
て
も
我
々
は
こ
こ
ま
で
で
き
な
い
よ
」
と
驚

き
と
賞
賛
の
声
を
頂
く
な
ど
全
体
を
通
し
て
好
評
で
、

碩
心
会
の
歴
史
と
伝
統
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と

し
肩
の
荷
が
下
り
ま
し
た
。　

特
に
郷
土
神
奈
川
を
舞

台
に
活
躍
し
た
偉
人
、
文
人
に
焦
点
を
当
て
た
構
成

吟
「
近
代
へ
の
道
の
り
を
訪
ね
て
」
と
「
文
学
の
散
歩

道
」は
映
像
と
舞
が
彩
り
評
価
が
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
来
賓
の
先
生
方
の
格
調
の
高
い
独
吟
や
協
賛
合

吟
、
賛
助
出
演
を
お
願
い
し
た
湘
南
な
ぎ
さ
連
の
「
阿

波
踊
り
」
は
更
に
満
場
を
盛
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
し

か
し
当
日
ま
で
の
道
程
は
必
ず
し
も
平
坦
で
は
な
く
、

数
多
く
の
課
題
や
不
具
合
が
あ
り
ス
ト
レ
ス
で
心
身
と

も
に
辛
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
諸
先
輩
、
大
会
役

員
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
助
言
や
ご
協
力
に
よ
り
何
と

か
重
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
終
わ
り
に
、
大
会
総
括
会
議
の
ご
意

見
を
含
め
て「
大
会
実
行
記
録
」を
集
約
し
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

歴
史
と
経
験 

新
た
な
ス
タ
ー
ト
点
に
立
っ
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顧
問　

内
山
岳
青

　

日
本
詩
吟
学
院
は
昨
年
創
立
80
周
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
碩
心
会
は
そ
の
１
年
後
に
ス
タ
ー
ト
し
た
訳
で
、

吟
界
で
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。
他
の
会
か
ら
創

立
何
十
周
年
の
記
念
大
会
に
招
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
80
年
の
歴
史
を
有
す
る
認
可
団
体
は
全
国
で

も
ご
く
わ
ず
か
で
す
。

　
「
賢
者
は
歴
史
に
学
び
、
愚
者
は
経
験
に
学
ぶ
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
碩
心
会
の
こ
と
を
考
え
る

時
、
敢
え
て
歴
史
も
経
験
も
大
切
に
と
思
い
ま
す
。
80

年
の
歴
史
は
碩
心
会
の
財
産
・
誇
り
で
す
。
折
に
触
れ

先
人
の
ご
苦
労
に
思
い
を
馳
せ
、
碩
心
会
の
来
し
方
、

行
く
末
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
趣
味
の
多
様
化
等
に
よ
り
、
詩
吟
人

口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
日
本
詩
吟
学
院
で
は

目
下
の
最
大
課
題
と
し
て
、
会
員
数
10
％
増
の
目
標
を

掲
げ
て
お
り
ま
す
。
現
状
を
維
持
し
、
更
に
増
員
を
図

る
こ
と
は
並
大
抵
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
い
碩

心
会
に
は
「
詩
吟
体
験
教
室
」（
通
称
〝Let's SHIGI

〜N!

〟）
と
い
う
素
晴
ら
し
い
公
開
講
座
を
ほ
ぼ
毎
月

行
っ
て
お
り
ま
す
。〝
レ
ッ
ツ
詩
吟
〟
参
加
の
経
験
に

よ
り
初
め
て
詩
吟
に
接
し
、
入
会
さ
れ
た
方
も
沢
山
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

自
分
の
経
験
・
体
験
を
基
に
詩
吟
の
良
さ
を
一
人
で

も
多
く
の
人
に
伝
え
、
80
周
年
を
碩
心
会
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
の
年
に
し
た
い
で
す
ね
。

  
創
立
80
周
年
記
念
吟
詠
大
会
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　

大
会
実
行
委
員
長　

有
友
嘉
岳

  

80
年
の
軌
跡
を
辿
っ
て
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顧
問　

加
藤
岳
洵

　

こ
の
た
び
の
創
立
80
周
年
記
念
吟
詠
大
会
開
催
に
当

た
っ
て
は
、
上
村
岳
章
会
長
以
下
執
行
役
員
の
方
々
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共

に
、
会
員
皆
様
の
一
致
協
力
に
よ
り
、
80
年
の
伝
統
に

相
応
し
い
大
会
に
な
っ
た
こ
と
を
会
員
共
々
喜
び
合
い

た
い
と
思
う
次
第
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
ま
す
と
、
昭
和
12
年

に
碩
心
会
が
創
設
さ
れ
、
戦
中
戦
後
の
混
乱
を
経
て
昭

和
30
年
に
神
奈
川
県
本
部
（
集
団
認
可
）
の
結
成
を
機

に
、
９
名
の
会
員
に
よ
り
昭
和
32
年
再
興
さ
れ
た
。
私

が
入
会
し
た
昭
和
38
年
に
は
会
員
27
名
と
な
り
、
こ
の

年
に
「
再
建
６
周
年
」
と
銘
打
っ
て
創
設
以
来
、
初
め

て
逗
子
信
用
金
庫
の
ホ
ー
ル
（
現
湘
南
し
ん
き
ん
）
で

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
会
員
は
全
て
故
人

と
な
り
隔
世
の
感
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
再
建
と
い
う
名

称
は
昭
和
52
年
の
20
周
年
大
会
ま
で
続
き
、
30
年
前
の

昭
和
62
年
に
は
衣
笠
の
「
は
ま
ゆ
う
会
館
」
で
創
立
50

周
年
大
会
を
行
い
、
会
員
は
５
２
１
名
で
こ
の
年
以
降

減
少
に
転
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。
繭じ

ご後
30
年
が
経
ち
、

今
回
の
大
会
を
迎
え
て
思
う
こ
と
は
、
会
員
の
増
強
も

然
る
事
乍
ら
、
自
分
達
の
会
の
輝
か
し
い
歴
史
に
誇
り

と
自
覚
を
持
つ
と
同
時
に
、
先
輩
の
人
達
の
こ
れ
ま
で

の
努
力
に
対
し
畏
敬
の
念
を
抱
き
、
そ
し
て
吟
道
は
人

道
と
心
得
「
人
の
短
を
言
う
事
な
か
れ
、
己
の
長
を
説

く
事
な
か
れ
」
を
座
右
の
銘
と
し
て
、
今
後
90
年
、
百

年
と
名
を
残
せ
る
様
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

れ
っ

つ
　

し
　

ぎ
　

　
〜

　
ん
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盛
大
に
挙
行
さ
れ
た

 

創
立
80
周
年
記
念
吟
詠
大
会

5 月 21 日逗子文化プラザなぎさホール　式典

オープニング　祝賀の詞
来賓祝辞　平井竜一逗子市長

碩心会の詩　先導する有友嘉岳実行委員長

上村岳章会長挨拶

来賓祝辞　大山岳莊総本部理事長

尺八伴奏　奥本林山先生

寒河江吟友会会長

永年会員功労賞　在会 30 年表彰者

永年会員功労賞　在会 25 年表彰者

会員吟詠構成吟（神奈川近代への道のりを訪ねて）偶感

80 歳以上合吟　「富士山」 80 歳以上合吟　「自訟」
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少年少女吟詠　重田すず
「道灌蓑を借るの図に題す」

少年少女吟詠　永井翔太
「富士山」

少年少女吟詠　吉田朋之進
「勧 学」

少年少女吟詠　澤木翔太
「ふるさと」

アトラクション　湘南なぎさ連　「阿波踊り」

閉会式　万歳三唱

神奈川青嵐会「赤間が関を過ぐ」

神奈川誠吟会「夏初桜詞に遊ぶ」
90 歳以上吟　村田岳瀞

「俳句二題」

90 歳以上吟　森合磐岳
「仙元山風光」

翔風吟道会「春日の作」

会員吟詠構成吟（神奈川近代への道のりを訪ねて）花を惜しむ

会員吟詠構成吟（文学の散歩道）舟艇守の尺八会員吟詠構成吟（文学の散歩道）葉山八景

90 歳以上吟　福本岳香
「河内路上」
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去
る
４
月
29
日
（
土
）
三

島
市
民
文
化
会
館
に
於
い
て

標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
、「
漢

詩
の
部
」
で
は
河
田
好
岳
さ

ん
「
偶
感
」、「
和
歌
の
部
」

で
は
今
原
幸
風
さ
ん
「
親
思

う
」
を
詠
じ
、
お
二
人
と
も

  
連
吟
の
部
入
賞

（
菊
地
捷
岳　
菊
池
世
岳　
亀
井
水
山
）

　
　
　
　

神
静
地
区
吟
詠
大
会
（
全
国
大
会
競
吟
予
選
）

　

平
成
29
年
５
月
28
日
（
日
）
鶴
見
公
会
堂
に
於
い
て

標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
、
碩
心
会
か
ら
20
人
の
賛
助
吟

詠
と
、中
学
一
年
生
の
永
井
翔
太
君
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

吟
詠
の
態
度
、
発
声
共
に
素
晴
ら
し
く
、
立
派
に
舞

台
を
務
め
ま
し
た
。
更
に
努
力
し
来
年
も
こ
の
大
会
に

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

若
者
の
大
会
ら
し
く
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
、
各
々

担
当
し
た
役
割
の
仕
事
も
大
人
顔
負
け
に
十
分
に
果
た

し
、
若
者
に
元
気
を
貰
っ
た
一
日
で
し
た
。

◇
今
回
の
大
会
の
感
想　
真
澄
支
部　
永
井
翔
太

  

第
26
回
神
奈
川
岳
風
連
合
会
青
少
年
吟
詠
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

青
少
年
部
長　

加
藤
岳
美

碩心 （せきしん）（ No. ４39）

行
事
予
定

第
５
回
全
国
青
年
吟
道
大
会

　

日
時　

８
月
５
日
（
土
）
開
会
11
時

　

場
所　

小
岩
ア
ー
バ
ン
プ
ラ
ザ

碩
心
会
夏
季
吟
道
講
座

　

日
時　

８
月
26
日
（
土
）

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

碩
心
会
秋
季
審
査
会

　

日
時　

９
月
16
日
（
土
）
受
付
９
時
15
分

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

神
奈
川
岳
風
連
合
会
吟
詠
大
会

　

日
時　

９
月
20
日
（
水
）
開
会
10
時

　

場
所　

藤
沢
市
民
会
館

神
静
地
区
吟
道
講
座

　

日
時　

９
月
23
日
（
土
）
開
会
10
時

　

場
所　

三
島
市
民
文
化
会
館　

第
24
回
全
国
優
秀
吟
者
吟
道
大
会

　

日
時　

９
月
24
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　

東
京
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル

第
８
回
尚
歯
会
神
奈
川
吟
詠
大
会

　

日
時　

10
月
４
日
（
水
）
開
会
10
時

　

場
所　

鶴
見
公
会
堂

　

ぼ
く
は
、
今
回
の
大
会
で
次
か
ら

気
を
つ
け
る
点
を

二
つ
考
え
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
人
前
に
立
っ
て
言
う
事

で
す
。
ぼ
く
は
前
か
ら
朝
会
な
ど
で
、

人
前
で
話
す
事
が
多
い
で
す
が
、
人

前
に
立
っ
て
一
人
で
歌
う
よ
う
に
言

う
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
、き
ん
ち
ょ

う
し
て
し
ま
い
音
程
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
事
で
す
。

　

最
高
の
賞
を
頂
き
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
会

　

場
に
向
か
う
車
窓
か
ら
見
た
富
士
山
が
あ
ま
り
に
美

　

し
く
、
思
わ
ず
「
一
位
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
手

　

を
合
わ
せ
た
の
で
す
。
ま
さ
か
、
そ
の
願
い
が
叶
う

　

と
は
！
富
士
山
に
も
感
謝
で
す
。
全
国
大
会
に
向
け

　

一
層
努
力
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　

亀
井
水
山

碩
心
会
を
代
表
し
て
堂
々
と
素
晴
ら
し
い
吟
詠
を
披
露

し
た
。「
連
吟
の
部
」
で
、
碩
心
会
待
望
の
入
賞
を
果

た
し
た
３
名
の
皆
様
の
声

◇
闘
病
中
の
主
人
が
三
月
に
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

　

病
院
通
い
を
続
け
な
が
ら
の
練
習
は
、
出
場
が
か
な

　

わ
ず
お
二
人
に
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
る
の

　

で
は
な
い
か
と
不
安
を
持
ち
な
が
ら
の
も
の
で
し　

　

た
。
思
い
が
け
ず
賞
を
頂
く
事
が
で
き
、
大
変
嬉
し

　

く
今
後
も
全
国
大
会
に
向
け
精
進
し
て
ま
い
り
ま　

　

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地
捷
岳

◇
悩
め
る
全
て
を
吟
に
込
め
、取
り
組
ん
だ
『
彰
義
隊
』

　

私
の
心
ま
で
瀬
戸
際
に
居
た
そ
の
中
で
、
長
年
の
課

　

題
で
あ
っ
た
「
幅
の
広
い
声
」
に
辿
り
着
く
事
が
出

　

来
、
詩
吟
へ
の
思
い
は
更
に
深
ま
り
ま
し
た
。
９
月

　

当
日
迄
に
３
人
で
、
心
に
残
る
何
か
を
掴
め
れ
ば
嬉

　

し
い
で
す
。
も
っ
と
吟
技
は
向
上
出
来
る
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地
世
岳

◇
先
導
と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
緊
張
で
眠
れ
ぬ
夜
も
あ

　

り
ま
し
た
が
、内
山
先
生
と
先
輩
お
二
人
の
お
陰
で
、

　

二
つ
目
は
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
プ
ラ
ス
に
す
る
事
で

す
。
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
「
期
待
し
て
い
る
よ
」「
応

え
ん
し
て
い
る
よ
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
全

部
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
言
葉
が
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
な
っ
て
し
ま
い
間
ち
が
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

こ
の
二
つ
の
事
を
生
か
し
、
次
か
ら
は
こ
の
事
を
思

い
な
が
ら
吟
詠
が
で
き
る
と
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

次
は
入
賞
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。



ー 6 ー

29 年６月現在 会員数
 逗子地区 １１２名
 葉山地区 ８３名
 合　　計 １９５名

　

創
立
80
周
年
記
念
大
会
を
終
え
、
新
し
い
歴
史

に
向
け
て
の
一
歩
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
会
を
成

功
さ
せ
た
こ
と
は
、
会
の
大
き
な
財
産
と
な
り
ま

編

集

後

記

し
た
。

　

今
回
の
碩
心
は
80
周
年
記
念

特
集
と
し
て
、
大
会
の
写
真
を

多
く
入
れ
た
構
成
に
し
ま
し

た
。
あ
の
日
の
晴
れ
が
ま
し
さ

と
全
会
員
の
頑
張
り
が
甦
り
、

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。　
　

広
報
部

碩心 （せきしん）（ No. ４39）

少
年
（
４
名
）

　

185 
吉
田
朋
之
進
（
少
２
段
）　

186 

澤
木
翔
太
（
少
３
級
）

　

187 

重
田
す
ず
（
少
９
級
）  　
188 

永
井
翔
太
（
少
５
級
）

初
段(

12
名
）

　

175 

鈴
木　

宏　
　

176 
守
屋
允
子　
　

177 

徳
永
邦
弘

　

178 

徳
永
幸
子　
　

179 
池
田
和
子　
　

180 

吉
田
昌
之

　

181 

鍋
田
敏
一　
　

183 
福
原
ト
キ
子

　

184 

桑
原
昭
太
郎　

189 

鈴
木
義
崇

　

190 

安
西
信
行　
　

191 

野
津
英
夫

二
段
（
６
名
）

　

168 

北
村
淑
子　
　

169 

日
比
直
廣　
　

171 
田
中
友
子

　

172 

八
木
澤
一
臣　

173 

小
峰
昭
子　

　

174 

小
峰
八
重
子

初
伝
（
４
名
）

　

163 

吉
村
健
泉　
　

165 

山
藤
寛
泉　
　

166 

平
泉
廣
泉

　

167 

藏
重
千
泉

三
段
（
４
名
）

　

154 

山
崎
清
泉　
　

156 

岩
田
維
泉　
　

157 

遠
藤
千
泉

　

158 

後
藤
節
泉

四
段
（
６
名
）

　

148 

作
山
光
泉　
　

149 

金
子
笑
泉　
　

150 

小
林
文
泉

　

151 

清
水
翠
泉　
　

152 

北
本
綾
泉　
　

153 

中
谷
惠
泉

中
伝
（
６
名
）

　

141 

山
川
蒼
山　
　

142 

佐
々
木
康
山

　

143 

上
本
里
山　
　

144 

三
並
蒼
山　
　

145 

結
城
翔
山

　

146 

岩
田
文
山

五
段
（
６
名
）

　

129 

本
多
菊
山　
　

130 

新
井
洋
山　
　

131 

山
田
眞
山

昇
伝
段
位
認
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
）

　

132 

伊
藤
茜
山　
　

133 

片
桐
泰
山　
　

134 

寺
山
紀
山

六
段
（
３
名
）

　

126 

吉
田
桜
山　
　

127 

伊
藤
洋
山　
　

128 

山
口
青
山

奥
伝
（
１
名
）

　

117 

古
敷
谷
江
風

七
段
（
１
名
）

　

106 

斉
藤
悠
風

師
範
（
平
成
29
年
２
月
18
日
付
）

　

３ 

髙
橋
岳
之

準
師
範
（
平
成
29
年
２
月
20
日
付
）

　

89 

大
塚
洋
風 

会　員　の　う　ご　き
＊入会 ( ５月 1 日付）
　202 田

た し ろ
代斐

あ や こ
子（篁風）茅ヶ崎市本宿

　　　　紹介者　日比直廣
　203 坂

さかもと
本慎

し ん じ
二（やよい）逗子市久木

　　　　紹介者　鈴木　宏
　204 石

いしかわ
川昌

ま さ こ
子（瀞朗）逗子市新宿

　　　　紹介者　吉田千代江
＊入会 ( ６月 1 日付）
　205 吉

よ し み
見恵

え り
里（真名瀬）葉山町一色

　　　　紹介者　広報誌
　206 片

かたやま
山令

れ い こ
子（悠々）川崎市宮前区

　　　　紹介者　福原トキ子
＊退会　103 新田香風（渚）　152 北本綾泉
＊支部長変更　渚支部　常盤仙山 → 三並蒼山

支
部
開
設
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　

(

平
成
29
年
４
月
１
日)

支
部
名
「
国
際
村
支
部
」

　
　
　
　
　
　
　
（
滝
の
坂
支
部
よ
り
一
部
分
離
）

構
成
員

（
指
導
者
・
支
部
長
）
小
泉
岳
貴

（
会
員
）
加
藤
健
岳　

弦
巻
香
山　

倉
重
千
泉

　

小
峰
昭
子　

小
峰
八
重
子　

井
上
君
枝

　

大
門
鋼
作　

村
上
日
出
子

◇
国
際
村
に
は
詩
吟
同
好
会
が
既
に
あ
り
、
村
内

　

で
活
動
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
碩
心
会
と
し
て

　

支
部
の
ス
タ
ー
ト
は
困
難
で
し
た
が
、
上
村
会

　

長
の
お
力
添
え
を
頂
き
発
足
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
し
た
。
教
場
は
堀
内
会
館
（
火
）、
国
際
村
大

　

門
宅
（
月
）
で
す
。

　

発
声
練
習
、
口
の
開
け
方
、
正
し
い
ア
ク
セ
ン

　

ト
の
勉
強
、
会
員
の
皆
様
の
お
誕
生
日
会
等
、　

　

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
稽
古
し
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉
岳
貴


